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後

記

A
V
途
に
日
本
は
起
っ
た
｜
｜
過
去
三
千
年
の
廃
史
に
椛
は
れ
、
過
去

＝
一
十
年
の
不
携
不
問
の
錬
磨
に
よ
っ
て
、
鍛
へ
ら
れ
た
民
族
の
強

き
が
一
瞬
に
し
て
仮
面
を
冠
む
れ
る
、
米
の
大
卒
洋
艦
隊
を
粉
砕

し
、
英
の
東
洋
館
隊
を
全
滅
し
、
今
、
叉
英
が
難
攻
不
溶
を
中
外

に
許
し
て
屑
た
シ
シ
ガ
ポ
ー
ル
を
屠
P
去
っ
た
の
で
あ
る
。

A
V
我
々
は
機
械
の
回
轄
の
み
を
眺
め
て
は
な
ら
ぬ
。
主
（
を
動
か
す
と

ζ

ろ
の
溌
電
所
あ
る
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
1
1
1息
箪
の
此

の
強
さ
は
一
朝
一
夕
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。

A
V
そ
れ
に
づ
け
て
も
、
我
キ
は
極
集
の
支
那
大
陸
に
、
満
洲
の
時
四
野

に
、
勝
又
酷
熱
の
ヒ
リ
ツ
ピ
シ
に
マ
レ

I
に
、
ボ
ル
ネ
オ
に
ピ
ル

？
に
、
活
躍
奮
闘
さ
れ
る
皇
軍
将
士
に
新
な
る
感
謝
を
贈
ら
う
で

は
な
い
か
。
：
・
：
そ
し
て
更
に
熱
銭
一
丸
！
一
切
を
組
閣
に
掠
円
、

ペ
〈
、
白
己
の
任
務
に
向
ヴ
て
突
準
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

A
V
長
し
ζ

〈
も
認
書
に
は
「
股
カ
衆
庶
ハ
各
身
其
ノ
本
分
ヲ
議
uv
」

ξ
仰
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

。
正
に
決
戦
下
、
物
資
不
足
の
折
柄
、
此
の
棲
神
を
護
行
し
待
る
事

は
銑
快
に
堪
え
な
い
も
の
で
あ
る
c

ニ
ヶ
年
に
百
一
る
小
さ
な
終
験

で
は
あ
る
が
、
印
刷
さ
る
込
文
字
の
稼
さ
が
秘
キ
在
感
ぜ
ら
れ
た

こ
十
六
披
も
二
十
七
銃
も
編
輯
は
未
熟
で
あ
る
が
、
然
し
愚
生
3
と

し
て
私
が
此
れ
だ
け
の
も
の
を
創
り
待
た
と
云
ふ
喜
び
は
、
何
物

に
も
代
へ
難
い
も
の
で
あ
る
。

。
爾
銃
を
通
じ
て
、
終
始
御
指
導
下
さ
っ
た
今
村
部
長
先
生
に
封
し

て
高
際
の
感
謝
の
意
を
捧
げ
、
同
時
に
律
い
勉
強
の
蝕
限
を
割
ワ

て
協
力
さ
れ
た
中
林
兄
、
西
讃
兄
、
芙
森
合
同
人
諸
兄
に
謝
意
を

表

す

る

も

の
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る

。
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